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雲仙市議会だより●91号（令和8年2月）
雲仙ふるさと景観百選受賞作品【早春の風物詩／撮影場所：南串山町】

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

委 員 長
委　　員

矢﨑 勝己　　副委員長　平野 利和
上田 美代子、下楠薗 康司
柿田 耕平、町田 康輔

○議員35年以上
　　大久保　正美　議長
※勤続年数については、吾妻町議会議員の
　年数を加算しています。

議会広報編集特別委員会

　１月も終わり、早いもので逃げ月と言われる
２月となりました。
　世界に目を向けますと、紛争が続いている国々
もあり、不安な要素が存在しています。今年が
どのような１年になるかは、個々人の気持ちの
持ち方にあると思っています。
　もうすぐ「春」です。英語では「スプリング」。
そこには「バネ」という意味もあります。どん
なことがあろうとも、それを成長のバネにして
いきたい。今年１年、「うま」のように飛躍の年
にしたい。そう考えています。

（平野 利和）

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会広報編集特別委員会（議会
事務局）までお寄せください。

お知らせ

P5 常任委員会報告
P2 令和７年第４回定例会概要

P8 市政を問う「一般質問」
P15 議会のうごき

主な内容

2月25日（水）～3月24日（火）です

議会を傍聴してみませんか？
令和８年第１回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は

ライブ配信しています

　このたび、総務大臣から市議会議員として
地方自治の発展に長年、尽力された功労によ
り、大久保正美議長が総務大臣感謝状を受け
られました。

総務大臣感謝状伝達

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

■一般質問　3月2日（月）～5日（木）
■議案質疑　3月9日（月）
■委員会　　文教厚生常任委員会　3月１０日（火）・１１日（水）
　　　　　　産業建設常任委員会　3月１０日（火）・１１日（水）・１2日（木）
　　　　　　総務常任委員会　　　3月１2日（木）・１3日（金）

議会中継

表
彰
表
彰
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令和7年第4回定例会の概要

令和７年第４回定例会の概要

令和７年度　一般会計補正予算（第７・８号）の主な事業

農林水産業施設災害復旧費 6,070万円
【事業目的】
　令和７年８月の豪雨により被災した農地や農業用施
設等について、速やかな復旧を行い、農林水産業の維持・
振興を図る。

【事業内容】
○補 助 事 業　現年農地等災害復旧事業
　　　　　　　農　　　地　  8カ所（国見１、吾妻５、南串山２）
　　　　　　　農業用施設　  7カ所（瑞穂３、吾妻３、小浜１）
　　　　　　　合　　　計　15カ所
○市単独事業　農林水産業施設小災害復旧事業
　　　　　　　農　　　地　  5カ所（国見１、吾妻２、南串山２）
　　　　　　　水　　　路　17カ所（国見４、瑞穂５、吾妻４、小浜３、南串山１）
　　　　　　　道　　　路　  6カ所（国見１、吾妻３、愛野１、千々石１）
　　　　　　　合　　　計　28カ所

　令和７年第４回定例会が12月４日（木）～ 12月24日（水）の日程で開催されました。
　主な議案は一般会計および特別会計の補正予算や条例改正などでした。
　また、10人の議員による市政一般質問も行われました。

準用河川土黒川河川災害復旧工事（国見町）

鏡田地区（田）災害復旧工事（国見町）

公共土木施設災害復旧費 3,840万円
【事業目的】
　令和７年８月および９月の豪雨により被災した公共
土木施設について、速やかに機能回復を図り、市民生
活の安全と利便性を確保する。

【事業内容】
○道路河川災害復旧単独事業　
　　　　　　道路　８カ所（小浜３、南串山５）
○道路河川災害復旧補助事業　
　　　　　　河川　４カ所（国見３、吾妻１）

物価高騰対策消費喚起事業 4億1,663万円
【事業目的】
　食料品等の物価高騰の影響により厳しい生活環境にある市民の
負担軽減と消費喚起による市内経済の活性化のため、商品券を配
布する。

【事業内容】
①内　　容
②対 象 者
③配布時期
④使用期限
⑤換金期限

市内全世帯へ市民１人当たり１万円分の商品券を配布
令和８年１月１日現在、住民基本台帳に登録されている市民
令和８年５月中を予定
令和８年９月３０日まで
令和８年１０月３０日まで（登録店舗の市への換金請求期限）

水道基本料金負担軽減対策事業【新規】1億7,035万円
【事業目的】
　食料品、電気代等の物価高騰の影響を受けている市民や事業者
等を支援するため、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交
付金」を活用し、水道料金の基本料金を全額減免する。

【事業内容】
①減免期間
②内　　容

令和８年４月分から令和９年３月分まで
給水契約者（官公庁の施設を除く）に係る水道基本料金を全額減免

物価高対応子育て応援手当支給事業【新規】1億2,399万円
【事業目的】
　物価高の影響が長期化し、その影響を強く受けている子育て世
帯を力強く支援し、子どもたちの健やかな成長を応援する観点か
ら、児童手当の支給対象児童１人当たり２万円を支給する。

【事業内容】
①支給対象者

②支 給 額
③支 給 時 期

令和７年９月３０日（基準日）において、次に該当する０歳から高校生年代
（１８歳到達後の最初の３月３１日まで）の児童を養育する保護者等
　・令和７年９月分の児童手当の支給対象児童
　・令和７年１０月１日から令和８年３月３１日までに出生した児童
支給対象児童１人当たり２万円
令和８年２月末から随時支給予定
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令和7年第4回定例会の概要常任委員会報告

地区水道等料金負担軽減対策事業【新規】 511万円
【事業目的】
　食料品、電気代等の物価高騰の影響を受けている市民や事業者等を支援するため、国の「物価
高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、地区水道利用世帯および事業者ならびに生活
用水として自己水源を使用する世帯（いずれも市水道使用者を除く）に補助金を交付する。

【事業内容】
①補助対象

②補 助 額
③対象期間

・地区水道組合（市水道を使用していない世帯等がある組合）
・市水道、地区水道のいずれも利用していない世帯
１世帯１月当たり７７０円
令和８年４月から令和９年３月まで

議案番号 件　　　　　名 議決結果

議案 第 70 号 雲仙市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 71 号 雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について 原案可決

議案 第 72 号 令和７年度雲仙市一般会計補正予算（第７号）案について 原案可決

報告 第  7  号 専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） ー

議案 第 73 号 令和７年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 74 号 令和７年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 75 号 令和７年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 76 号 令和７年度雲仙市水道事業会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 77 号 令和７年度雲仙市下水道事業会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 78 号 市道路線の廃止及び認定について 原案可決

議案 第 79 号 令和７年度雲仙市一般会計補正予算（第８号）案について 原案可決

令和7年第4回雲仙市議会定例会 議決結果
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令和7年第4回定例会の概要常任委員会報告

地区水道等料金負担軽減対策事業【新規】 511万円
【事業目的】
　食料品、電気代等の物価高騰の影響を受けている市民や事業者等を支援するため、国の「物価
高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、地区水道利用世帯および事業者ならびに生活
用水として自己水源を使用する世帯（いずれも市水道使用者を除く）に補助金を交付する。

【事業内容】
①補助対象

②補 助 額
③対象期間

・地区水道組合（市水道を使用していない世帯等がある組合）
・市水道、地区水道のいずれも利用していない世帯
１世帯１月当たり７７０円
令和８年４月から令和９年３月まで

議案番号 件　　　　　名 議決結果

議案 第 70 号 雲仙市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 71 号 雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について 原案可決

議案 第 72 号 令和７年度雲仙市一般会計補正予算（第７号）案について 原案可決

報告 第  7  号 専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） ー

議案 第 73 号 令和７年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 74 号 令和７年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 75 号 令和７年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 76 号 令和７年度雲仙市水道事業会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 77 号 令和７年度雲仙市下水道事業会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 78 号 市道路線の廃止及び認定について 原案可決

議案 第 79 号 令和７年度雲仙市一般会計補正予算（第８号）案について 原案可決

令和7年第4回雲仙市議会定例会 議決結果

総
　務

大
久
保
正
美

平
野
　
利
和

渡
辺
　
勝
美

大
山
　
真
一

矢
﨑
　
勝
己

委
員
長

副
委
員
長

委員会

雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
・
保
守
業
務未

来
創
生
課

問
雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
・
保
守
業
務
の
委
託
業
者

は
県
内
業
者
な
の
か
。

雲
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
時
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
選
定
さ
れ
た
熊
本
県
内
の

業
者
で
あ
る
。
保
守
点
検
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
同
じ
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。

雲
仙
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

閲
覧
時
に
、
目
的
の
ペ
ー
ジ

に
た
ど
り
着
か
な
い
こ
と
が

あ
る
よ
う
だ
が
。

委
託
業
者
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
改
修
を
お
願
い
し
、
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

答問答

消
防
団
員
管
理
シ
ス
テ
ム

使
用
・
保
守
業
務市

民
安
全
課

問
消
防
団
員
管
理
シ
ス
テ
ム
と

は
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
な

の
か
。

事
務
の
簡
素
化
を
目
的
に
、

消
防
団
員
の
階
級
や
年
数
な

ど
の
個
別
デ
ー
タ
を
一
括
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

令
和
８
年
３
月
か
ら
本
格
運

用
を
予
定
し
て
い
る
。

答

み
ず
ほ
温
泉
千
年
の
湯

管
理
業
務

問
み
ず
ほ
温
泉
千
年
の
湯
の
管

理
業
務
に
つ
い
て
、
水
中
ポ

ン
プ
を
外
国
産
か
ら
国
内
産

に
変
更
し
て
い
る
が
、
正
常

に
稼
働
し
て
い
る
の
か
。

現
在
の
国
内
産
水
中
ポ
ン
プ

は
、
設
置
し
て
２
年
経
過
し

て
い
る
が
、
不
具
合
は
発
生

し
て
い
な
い
。
国
内
産
は
予

算
面
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
今
後
も
適
切
な
管

理
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

突
発
的
な
故
障
に
備
え
、
予

備
の
ポ
ン
プ
を
購
入
し
、
体

制
を
整
え
て
い
る
。

答

国
民
宿
舎
望
洋
荘
施
設

管
理
業
務

財
産
管
理
課

問
国
民
宿
舎
望
洋
荘
の
施
設
管

理
業
務
の
内
容
は
。

浴
場
管
理
、受
付
業
務
、清
掃
、

営
繕
業
務
で
あ
り
、
レ
ジ
オ

ネ
ラ
菌
検
査
は
別
の
検
査
業

者
に
発
注
し
て
い
る
。

売
上
金
の
集
金
体
制
は
。

市
の
担
当
職
員
２
人
で
確
認

し
な
が
ら
集
金
し
、
銀
行
へ

届
け
て
い
る
。
現
金
を
取
り

扱
う
業
務
で
あ
り
、
確
認
作

業
に
お
い
て
改
善
す
べ
き
点

も
あ
る
の
で
、
対
策
を
万
全

に
取
っ
て
い
く
。

答問答
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常任委員会報告

子
ど
も
支
援
課

問問
保
育
所
等
の
職
員
に
よ
る
虐

待
の
通
報
義
務
は
市
に
通
報

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

市
に
通
報
す
る
こ
と
に
な
る
。

答 答

常任委員会報告

文
教
厚
生

深
堀
　善
彰

上
田
美
代
子

廣
瀬
　猛
男

下
楠
薗
康
司

林
田
　哲
幸

山
本
　松
一

委
員
長

副
委
員
長

委員会

産
業
建
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松
尾
　文
昭

柿
田
　耕
平

町
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小
畑
　吉
時

藤
本
淳
次
郎

委
員
長

副
委
員
長

委員会

現地視察（国見総合運動公園）

保
育
事
業

児
童
福
祉
総
務
事
務
費

問
虐
待
の
通
報
義
務
に
関
す
る

条
例
改
正
を
１
つ
の
契
機
と

し
て
、
施
設
に
従
事
す
る
職

員
や
経
営
者
の
虐
待
に
対
す

る
意
識
改
革
に
つ
な
げ
ら
れ

な
い
の
か
。

虐
待
の
定
義
や
発
見
時
の
通

報
の
流
れ
を
示
す
資
料
を
各

施
設
に
送
付
し
て
い
る
。

返
還
金
が
生
じ
た
理
由
は
。

保
育
園
に
運
営
費
を
支
払
う

民
間
教
育
保
育
施
設
給
付
費

事
業
の
返
還
金
は
、
公
定
価

格
の
引
き
上
げ
額
を
見
込
ん

で
予
算
計
上
し
た
が
、
実
績

が
そ
こ
ま
で
の
引
き
上
げ
に

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
返
還

額
が
多
く
な
っ
た
。

答家
庭
的
保
育
事
業

問
職
員
に
よ
る
虐
待
が
あ
っ
た

場
合
、担
当
課
の
対
応
フ
ロ
ー

図
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
作
成
は
し
て
い
な
い

た
め
、
対
応
で
き
る
よ
う
に

整
理
す
る
。

答

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
教
育
課

問
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

更
新
す
る
ボ
イ
ラ
ー
の
基

数
、
規
模
、
耐
用
年
数
は
。

２
基
を
更
新
す
る
。
定
格
換

算
蒸
発
量
は
、
１
基
当
た
り

毎
時
１
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
現
在
の
ボ
イ
ラ
ー
の
耐

用
年
数
は
15
年
で
あ
る
。

答国
見
総
合
運
動
公
園
運
営
費

問
遊
学
の
館
の
入
浴
料
は
他
の

入
浴
施
設
と
比
べ
安
価
で
あ

る
。
施
設
管
理
の
運
営
を
行

う
な
か
で
、
収
入
を
増
や
す

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、
料
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
財
政
部
局
を
中
心
に
市

全
体
で
行
っ
て
い
る
。
適
切

な
料
金
設
定
に
な
る
よ
う
協

議
を
進
め
て
い
く
。

答

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

問
令
和
８
年
４
月
か
ら
行
う
、

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
ふ

れ
あ
い
会
館
管
理
業
務
の
内

容
は
。

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
ふ

れ
あ
い
会
館
お
よ
び
み
ず
ほ

温
泉
千
年
の
湯
を
安
定
的
に

継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、
子

ど
も
の
遊
び
場
を
除
く
施
設

を
業
務
委
託
で
一
括
管
理
し
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

な
が
ら
将
来
的
な
経
営
の
効

率
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

答

施
設
の
長
寿
命
化
事
業

農
漁
村
整
備
課

問
地
域
農
業
水
利
施
設（※

１
）

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（※

２
）
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

内
容
の
揚
水
機
場
改
修
工
事

と
は
。

南
串
土
地
改
良
区
の
揚
水
機

場
の
ポ
ン
プ
と
揚
水
管
の
改

修
、
山
畑
土
地
改
良
区
の
ポ

ン
プ
と
電
気
機
器
の
更
新
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

※

１
　
地
域
農
業
水
利
施
設

…

農
業
用
水
の
供
給
、
排
水
、

洪
水
防
止
、
環
境
保
全
な
ど

の
機
能
を
持
つ
、
ダ
ム
、
た

め
池
、
用
水
路
、
排
水
路
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
こ
と
。

※

２
　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト…

イ
ン
フ
ラ
の
施
設
全

体
を
効
率
的
・
合
理
的
に
管

理
し
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
こ
と
。

答

浄
化
セ
ン
タ
ー
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
業
務

下
水
道
課

問
補
正
予
算
に
お
い
て
、
水
道

課
の
水
道
施
設
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
業
務
は
市
内
全
域

を
対
象
と
し
、
限
度
額
97
万

１
千
円
で
あ
る
が
、
下
水
道

の
本
業
務
は
３
地
区
分
で
２

４
８
万
１
千
円
と
約
2.5
倍
高

い
理
由
は
。

下
水
道
は
上
り
や
河
川
を
ま

た
ぐ
箇
所
で
圧
送
す
る
た
め

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
設

置
し
て
い
る
。
今
回
の
債
務

負
担
行
為
の
対
象
と
な
る
瑞

穂
地
区
、
吾
妻
地
区
、
千
々

石
地
区
の
３
地
区
で
73
カ
所

の
ポ
ン
プ
が
あ
り
、
水
道
課

よ
り
費
用
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

答

水
道
施
設
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
業
務

水
道
課

問
水
道
施
設
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
業
務
の
内
容
は
。

取
水
ポ
ン
プ
、
浄
水
場
送
水

ポ
ン
プ
、
配
水
池
等
の
稼
働

状
況
の
情
報
配
信
や
、
配
水

池
等
の
異
常
が
あ
っ
た
場
合

に
、
警
報
発
信
等
の
遠
隔
監

視
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
公

用
携
帯
電
話
に
配
水
池
の
水

位
低
下
や
配
水
量
の
増
加
等

の
異
常
を
知
ら
せ
る
メ
ー
ル

が
送
付
さ
れ
、
職
員
が
確
認

し
対
応
を
行
う
。

答

市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

監
理
課

問
道
路
種
別
の
１
級
市
道
、
２

級
市
道
、
そ
の
他
市
道
の
違

い
は
何
か
。

国
よ
り
示
さ
れ
た
基
準
を
市

は
準
用
し
て
お
り
、
１
級
市

道
の
基
準
は
50
戸
以
上
の
主

要
集
落
と
、
こ
れ
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
主
要
集
落
と
を

連
絡
す
る
道
路
、
主
要
集
落

と
主
要
交
通
流
通
施
設
、
主

要
公
益
的
施
設
と
を
連
絡
す

る
道
路
な
ど
の
６
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
２
級
市
道

の
基
準
は
、
25
戸
以
上
の
主

要
集
落
相
互
を
連
絡
す
る
道

路
、
集
落
と
主
要
交
通
流
通

施
設
、
主
要
公
益
的
施
設
、

も
し
く
は
主
要
な
生
産
の
場

を
結
ぶ
道
路
な
ど
の
５
項
目

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
１
級

市
道
と
２
級
市
道
以
外
の
道

路
が
そ
の
他
市
道
で
あ
る
。

答

現地視察（普通河川田川原川河川
災害復旧工事：吾妻町）
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の
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業
の
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、
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を
見
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ん

で
予
算
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上
し
た
が
、
実
績

が
そ
こ
ま
で
の
引
き
上
げ
に

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
返
還

額
が
多
く
な
っ
た
。

答家
庭
的
保
育
事
業

問
職
員
に
よ
る
虐
待
が
あ
っ
た

場
合
、担
当
課
の
対
応
フ
ロ
ー

図
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
作
成
は
し
て
い
な
い

た
め
、
対
応
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き
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よ
う
に

整
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す
る
。

答

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
教
育
課

問
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

更
新
す
る
ボ
イ
ラ
ー
の
基

数
、
規
模
、
耐
用
年
数
は
。

２
基
を
更
新
す
る
。
定
格
換

算
蒸
発
量
は
、
１
基
当
た
り

毎
時
１
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
現
在
の
ボ
イ
ラ
ー
の
耐

用
年
数
は
15
年
で
あ
る
。

答国
見
総
合
運
動
公
園
運
営
費

問
遊
学
の
館
の
入
浴
料
は
他
の

入
浴
施
設
と
比
べ
安
価
で
あ

る
。
施
設
管
理
の
運
営
を
行

う
な
か
で
、
収
入
を
増
や
す

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、
料
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
財
政
部
局
を
中
心
に
市

全
体
で
行
っ
て
い
る
。
適
切

な
料
金
設
定
に
な
る
よ
う
協

議
を
進
め
て
い
く
。

答

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

問
令
和
８
年
４
月
か
ら
行
う
、

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
ふ

れ
あ
い
会
館
管
理
業
務
の
内

容
は
。

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
ふ

れ
あ
い
会
館
お
よ
び
み
ず
ほ

温
泉
千
年
の
湯
を
安
定
的
に

継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、
子

ど
も
の
遊
び
場
を
除
く
施
設

を
業
務
委
託
で
一
括
管
理
し
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

な
が
ら
将
来
的
な
経
営
の
効

率
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

答

施
設
の
長
寿
命
化
事
業

農
漁
村
整
備
課

問
地
域
農
業
水
利
施
設（※
１
）

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（※

２
）
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

内
容
の
揚
水
機
場
改
修
工
事

と
は
。

南
串
土
地
改
良
区
の
揚
水
機

場
の
ポ
ン
プ
と
揚
水
管
の
改

修
、
山
畑
土
地
改
良
区
の
ポ

ン
プ
と
電
気
機
器
の
更
新
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

※

１
　
地
域
農
業
水
利
施
設

…

農
業
用
水
の
供
給
、
排
水
、

洪
水
防
止
、
環
境
保
全
な
ど

の
機
能
を
持
つ
、
ダ
ム
、
た

め
池
、
用
水
路
、
排
水
路
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
こ
と
。

※

２
　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト…

イ
ン
フ
ラ
の
施
設
全

体
を
効
率
的
・
合
理
的
に
管

理
し
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
こ
と
。

答

浄
化
セ
ン
タ
ー
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
業
務

下
水
道
課

問
補
正
予
算
に
お
い
て
、
水
道

課
の
水
道
施
設
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
業
務
は
市
内
全
域

を
対
象
と
し
、
限
度
額
97
万

１
千
円
で
あ
る
が
、
下
水
道

の
本
業
務
は
３
地
区
分
で
２

４
８
万
１
千
円
と
約
2.5
倍
高

い
理
由
は
。

下
水
道
は
上
り
や
河
川
を
ま

た
ぐ
箇
所
で
圧
送
す
る
た
め

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
設

置
し
て
い
る
。
今
回
の
債
務

負
担
行
為
の
対
象
と
な
る
瑞

穂
地
区
、
吾
妻
地
区
、
千
々

石
地
区
の
３
地
区
で
73
カ
所

の
ポ
ン
プ
が
あ
り
、
水
道
課

よ
り
費
用
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

答

水
道
施
設
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
業
務

水
道
課

問
水
道
施
設
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
業
務
の
内
容
は
。

取
水
ポ
ン
プ
、
浄
水
場
送
水

ポ
ン
プ
、
配
水
池
等
の
稼
働

状
況
の
情
報
配
信
や
、
配
水

池
等
の
異
常
が
あ
っ
た
場
合

に
、
警
報
発
信
等
の
遠
隔
監

視
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
公

用
携
帯
電
話
に
配
水
池
の
水

位
低
下
や
配
水
量
の
増
加
等

の
異
常
を
知
ら
せ
る
メ
ー
ル

が
送
付
さ
れ
、
職
員
が
確
認

し
対
応
を
行
う
。

答

市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

監
理
課

問
道
路
種
別
の
１
級
市
道
、
２

級
市
道
、
そ
の
他
市
道
の
違

い
は
何
か
。

国
よ
り
示
さ
れ
た
基
準
を
市

は
準
用
し
て
お
り
、
１
級
市

道
の
基
準
は
50
戸
以
上
の
主

要
集
落
と
、
こ
れ
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
主
要
集
落
と
を

連
絡
す
る
道
路
、
主
要
集
落

と
主
要
交
通
流
通
施
設
、
主

要
公
益
的
施
設
と
を
連
絡
す

る
道
路
な
ど
の
６
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
２
級
市
道

の
基
準
は
、
25
戸
以
上
の
主

要
集
落
相
互
を
連
絡
す
る
道

路
、
集
落
と
主
要
交
通
流
通

施
設
、
主
要
公
益
的
施
設
、

も
し
く
は
主
要
な
生
産
の
場

を
結
ぶ
道
路
な
ど
の
５
項
目

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
１
級

市
道
と
２
級
市
道
以
外
の
道

路
が
そ
の
他
市
道
で
あ
る
。

答

現地視察（普通河川田川原川河川
災害復旧工事：吾妻町）
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一 般 質 問

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
指
定
取
り
消
し
処
分
に

よ
り
、
こ
の
２
年
間
で
約
８
億
円

の
歳
入
減
と
聞
く
。
原
因
は
。

　
　
　
　
指
定
対
象
期
間
の
募
集

費
用
の
経
費
管
理
が
不
十
分
で
、

寄
付
受
領
額
の
５
割
を
超
過
し
て

い
た
た
め
に
処
分
を
受
け
た
。

　
　
　
　
一
番
大
事
な
の
は
、
返

礼
品
登
録
事
業
者
へ
の
対
応
で
あ

る
。
倒
産
す
る
企
業
が
絶
対
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
の
事
業

者
説
明
会
を
開
催
し
、
長
崎
県
版

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
登
録
、
民
間

バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実

施
、
E
C
サ
イ
ト
へ
の
出
品
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
指
定
取
り
消
し
処
分
を

受
け
た
他
の
団
体
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
返
礼
品
の
販
路
拡
大
を
率

先
し
て
行
う
こ
と
を
強
く
望
む
。

ま
た
、
今
後
再
開
見
込
み
と
の
こ

と
だ
が
、
２
年
後
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
を
提
案

す
る
。
他
市
は
既
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
。
２
年
後
の
た
め
に
資
源
を

生
む
前
向
き
な
仕
事
を
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、頑
張
る
。

頑
張
る
が
特
効
薬
は
な
い
。

　
　
　
　
財
源
確
保
の
取
り
組
み

で
山
梨
県
の
富
士
吉
田
市
を
紹

介
・
提
案
す
る
。
市
の
人
口
は
４

万
５
千
人
と
雲
仙
市
と
人
口
は
変

わ
ら
な
い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
は
１
０
１
億
円
と
雲
仙
市

の
10
倍
以
上
も
あ
る
。
高
い
レ
ベ

ル
の
話
だ
が
、
い
い
部
分
を
見
習

い
稼
げ
る
市
、
稼
ぐ
公
務
員
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
危
機
は
最
大
の

好
機
と
捉
え
、
こ
の
２
年
で
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
と
今
回
の
取

り
消
し
処
分
の
歳
入
を
上
回
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
を
切
に
願
う
。

危機は最大の好機なり
議
員

議
員

一
般
質
問
動
画

町田  康輔 議員
まち    だ　    こう すけ

観
光
商
工
部
長

議
員

議
員

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
高
齢
者
の
方
か
ら
相
談

を
受
け
た
。「
自
分
も
何
ら
か
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
ご
み
の
分
別
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、年
も
取
っ
て
き
た
し
、

遠
く
の
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
ま
で
持

っ
て
行
け
な
く
な
っ
た
。
近
く
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
」。
こ
の
こ
と
を

聞
い
て
あ
り
が
た
く
、
申
し
訳
な

く
感
じ
た
。
自
治
会
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
捨
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。
対
策
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ッ
ク
ハ

ウ
ス
に
持
ち
込
ん
で
い
る
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
ご
み
は
、
運
搬
体
制

や
コ
ス
ト
を
勘
案
し
な
が
ら
、
身

近
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回

収
に
つ
い
て
、
早
期
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
市
は
、
高
齢
者
の
ご
み

出
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
知

ら
な
い
方
も
い
る
の
で
、
周
知
す

る
意
味
で
紹
介
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

持
っ
て
行
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
の
世
帯
に
対
し

て
、
自
宅
ま
で
行
き
、
戸
別
に
収

集
し
、
併
せ
て
、
声
掛
け
等
の
安

否
確
認
を
行
う
支
援
制
度
で
あ

る
。
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
お
よ
び
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
支
援
し
て

い
る
。

プラごみ分別に取り組む
議
員

議
員

公園整備は市の責任で
　
　
　
　
地
域
の
遊
び
場
確
保
の

市
民
の
声
に
市
は
ど
う
応
え
る
の

か
。

　
　
　
　
一
定
数
の
市
民
の
要
望

に
加
え
様
々
な
要
素
か
ら
総
合
的

に
判
断
す
る
。

　
　
　
　
公
園
の
維
持
管
理
は
。

　
　
　
　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
ト
イ
レ
等
不
備
が
あ
る
。

市
は
整
備
に
対
し
責
任
あ
る
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
返
礼
品
取
扱
事
業
者
へ

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
全
体
の
減
収
額
は
約
２

億
４
千
万
円
の
見
込
み
。
迷
惑
を

か
け
お
詫
び
す
る
。
販
売
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　
　
　
事
業
者
へ
の
補
償
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
と
事
業
者

と
の
関
係
の
性
質
上
考
え
て
い
な

い
。

　
　
　
　
管
理
体
制
の
見
直
し
や

再
発
防
止
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
返
礼
品
ご
と
の
寄
付
額

を
再
度
見
直
し
た
。ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
昨
年
の
見
込
み
調
査
の

段
階
で
き
ち
ん
と
調
べ
る
な
ど
手

立
て
は
取
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
第
三
者
委
員
会
で
明
確

に
調
査
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
商
品
券
配
布
の
経
緯
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら
の
交

付
金
の
追
加
を
受
け
て
配
布
し

た
。

　
　
　
　
追
加
配
布
の
予
定
は
。

　
　
　
　
臨
時
国
会
の
補
正
予
算

で
交
付
金
が
拡
充
さ
れ
る
予
定
。

詳
細
な
通
知
は
な
い
。

　
　
　
　
交
付
金
が
な
く
て
も
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
必
要
で

は
。

　
　
　
　
　
　
国
会
の
審
議
の
経

過
か
ら
判
断
す
る
。
　

財
務
部
長

市
長

議
員

議
員

議
員

財
務
部
長

一
般
質
問
動
画

上田 美代子 議員
うえ　だ　    み 　よ　 こ

一
般
質
問
動
画

平野  利和 議員
ひら   の　    とし かず

環
境
水
道
部
長

議
員

議
員

議
員

部
長

ふ
る
さ
と
納
税

物
価
高
騰
対
策

市
長

市
長

ふ
る
さ
と
納
税

市
長

議
員

議
員

観
光
商
工
部
長

ごみステーション

部
長

部
長

議
員

議
員

部
長

観
光
商
工
部
長
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指
定
取
り
消
し
処
分
に

よ
り
、
こ
の
２
年
間
で
約
８
億
円

の
歳
入
減
と
聞
く
。
原
因
は
。

　
　
　
　
指
定
対
象
期
間
の
募
集

費
用
の
経
費
管
理
が
不
十
分
で
、

寄
付
受
領
額
の
５
割
を
超
過
し
て

い
た
た
め
に
処
分
を
受
け
た
。

　
　
　
　
一
番
大
事
な
の
は
、
返

礼
品
登
録
事
業
者
へ
の
対
応
で
あ

る
。
倒
産
す
る
企
業
が
絶
対
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
の
事
業

者
説
明
会
を
開
催
し
、
長
崎
県
版

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
登
録
、
民
間

バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実

施
、
E
C
サ
イ
ト
へ
の
出
品
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
指
定
取
り
消
し
処
分
を

受
け
た
他
の
団
体
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
返
礼
品
の
販
路
拡
大
を
率

先
し
て
行
う
こ
と
を
強
く
望
む
。

ま
た
、
今
後
再
開
見
込
み
と
の
こ

と
だ
が
、
２
年
後
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
を
提
案

す
る
。
他
市
は
既
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
。
２
年
後
の
た
め
に
資
源
を

生
む
前
向
き
な
仕
事
を
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、頑
張
る
。

頑
張
る
が
特
効
薬
は
な
い
。

　
　
　
　
財
源
確
保
の
取
り
組
み

で
山
梨
県
の
富
士
吉
田
市
を
紹

介
・
提
案
す
る
。
市
の
人
口
は
４

万
５
千
人
と
雲
仙
市
と
人
口
は
変

わ
ら
な
い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
は
１
０
１
億
円
と
雲
仙
市

の
10
倍
以
上
も
あ
る
。
高
い
レ
ベ

ル
の
話
だ
が
、
い
い
部
分
を
見
習

い
稼
げ
る
市
、
稼
ぐ
公
務
員
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
危
機
は
最
大
の

好
機
と
捉
え
、
こ
の
２
年
で
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
と
今
回
の
取

り
消
し
処
分
の
歳
入
を
上
回
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
を
切
に
願
う
。

危機は最大の好機なり
議
員

議
員

一
般
質
問
動
画

町田  康輔 議員
まち    だ　    こう すけ

観
光
商
工
部
長

議
員

議
員

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
高
齢
者
の
方
か
ら
相
談

を
受
け
た
。「
自
分
も
何
ら
か
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
ご
み
の
分
別
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、年
も
取
っ
て
き
た
し
、

遠
く
の
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
ま
で
持

っ
て
行
け
な
く
な
っ
た
。
近
く
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
」。
こ
の
こ
と
を

聞
い
て
あ
り
が
た
く
、
申
し
訳
な

く
感
じ
た
。
自
治
会
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
捨
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。
対
策
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ッ
ク
ハ

ウ
ス
に
持
ち
込
ん
で
い
る
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
ご
み
は
、
運
搬
体
制

や
コ
ス
ト
を
勘
案
し
な
が
ら
、
身

近
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回

収
に
つ
い
て
、
早
期
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
市
は
、
高
齢
者
の
ご
み

出
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
知

ら
な
い
方
も
い
る
の
で
、
周
知
す

る
意
味
で
紹
介
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

持
っ
て
行
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
の
世
帯
に
対
し

て
、
自
宅
ま
で
行
き
、
戸
別
に
収

集
し
、
併
せ
て
、
声
掛
け
等
の
安

否
確
認
を
行
う
支
援
制
度
で
あ

る
。
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
お
よ
び
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
支
援
し
て

い
る
。

プラごみ分別に取り組む
議
員

議
員

公園整備は市の責任で
　
　
　
　
地
域
の
遊
び
場
確
保
の

市
民
の
声
に
市
は
ど
う
応
え
る
の

か
。

　
　
　
　
一
定
数
の
市
民
の
要
望

に
加
え
様
々
な
要
素
か
ら
総
合
的

に
判
断
す
る
。

　
　
　
　
公
園
の
維
持
管
理
は
。

　
　
　
　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
ト
イ
レ
等
不
備
が
あ
る
。

市
は
整
備
に
対
し
責
任
あ
る
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
返
礼
品
取
扱
事
業
者
へ

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
全
体
の
減
収
額
は
約
２

億
４
千
万
円
の
見
込
み
。
迷
惑
を

か
け
お
詫
び
す
る
。
販
売
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　
　
　
事
業
者
へ
の
補
償
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
と
事
業
者

と
の
関
係
の
性
質
上
考
え
て
い
な

い
。

　
　
　
　
管
理
体
制
の
見
直
し
や

再
発
防
止
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
返
礼
品
ご
と
の
寄
付
額

を
再
度
見
直
し
た
。ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
昨
年
の
見
込
み
調
査
の

段
階
で
き
ち
ん
と
調
べ
る
な
ど
手

立
て
は
取
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
第
三
者
委
員
会
で
明
確

に
調
査
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
商
品
券
配
布
の
経
緯
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら
の
交

付
金
の
追
加
を
受
け
て
配
布
し

た
。

　
　
　
　
追
加
配
布
の
予
定
は
。

　
　
　
　
臨
時
国
会
の
補
正
予
算

で
交
付
金
が
拡
充
さ
れ
る
予
定
。

詳
細
な
通
知
は
な
い
。

　
　
　
　
交
付
金
が
な
く
て
も
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
必
要
で

は
。

　
　
　
　
　
　
国
会
の
審
議
の
経

過
か
ら
判
断
す
る
。
　

財
務
部
長

市
長

議
員

議
員

議
員

財
務
部
長

一
般
質
問
動
画

上田 美代子 議員
うえ　だ　    み 　よ　 こ

一
般
質
問
動
画

平野  利和 議員
ひら   の　    とし かず

環
境
水
道
部
長

議
員

議
員

議
員

部
長

ふ
る
さ
と
納
税

物
価
高
騰
対
策

市
長

市
長

ふ
る
さ
と
納
税

市
長

議
員

議
員

観
光
商
工
部
長

ごみステーション

部
長

部
長

議
員

議
員

部
長

観
光
商
工
部
長
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
現
状

と
課
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
増
加
す
る
耕
作
放
棄
地

や
森
林
等
の
荒
廃
な
ど
で
、
イ
ノ

シ
シ
の
行
動
範
囲
が
拡
大
し
、
旺

盛
な
繁
殖
力
に
よ
り
農
作
物
の
被

害
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
被
害
防

止
対
策
に
尽
力
す
る
。

　
　
　
　
捕
獲
従
事
者
対
策
の
充

実
強
化
と
報
酬
引
き
上
げ
が
最
重

要
課
題
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
捕
獲
従
事
者

対
策
の
充
実
強
化
、
島
原
半
島
野
生

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
と
の

さ
ら
な
る
連
携
強
化
は
重
要
と
考

え
る
。
捕
獲
報
奨
金
は
島
原
半
島

３
市
で
協
議
調
整
を
定
め
て
お
り
、

国
へ
単
価
増
額
を
要
望
し
て
い
く
。

　　
　
　
　
今
後
の
観
光
振
興
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
他
地
域
に
な

い
本
市
の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を

生
か
し
、
観
光
振
興
に
向
け
、Ｐ

Ｒ
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
雇
用
の
場
の
創
出
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
誘
致
は

若
者
の
雇
用
創
出
効
果
が
高
い
た

め
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
国
保
税
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
は
、
源
泉
徴
収
、
減
免
の

所
得
水
準
の
緩
和
、
前
年
所
得

ベ
ー
ス
の
算
定
方
法
を
見
直
す
な

ど
の
制
度
の
改
革
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
制
度
の
安
定
的
か

つ
持
続
的
運
営
の
観
点
か
ら
国
保

税
の
軽
減
に
つ
な
が
る
新
た
な
制

度
は
国
の
責
任
と
負
担
で
財
政
措

置
を
講
じ
る
よ
う
市
長
会
を
通
じ

て
国
や
県
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
市
民
か
ら
「
早
う
責
任

追
求
を
せ
ん
ば
！
」
と
い
う
声
を

聞
く
が
、
第
１
回
目
の
委
員
会
開

催
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

　
　
　
　
弁
護
士
の
見
解
で
答
申

の
内
容
が
住
民
監
査
請
求
に
よ
っ

て
無
効
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受

け
、
今
回
の
こ
と
の
重
大
さ
を
鑑

み
る
と
、
無
効
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

議
会
に
手
間
を
か
け
、
条
例
制
定

を
し
、
第
三
者
委
員
会
を
設
立
す

る
判
断
に
至
っ
た
。
委
員
会
開
催

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
う
ま
く
い

　
　
　
　
計
画
策
定
か
ら
10
年
が

経
過
し
た
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
　
本
計
画
は
平
成
27
年
度

を
基
準
と
し
て
、
延
べ
床
面
積

25
％
削
減
を
目
標
に
施
設
の
集
約

化
や
複
合
化
、
解
体
、
譲
渡
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
総
合
支
所
と
公

民
館
の
複
合
化
や
縮
小
化
を
伴
う

建
て
替
え
、
改
修
、
未
利
用
施
設

の
解
体
、売
却
等
に
よ
り
、約
４
％

の
削
減
を
行
っ
た
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
防
災
機
能
強
化
、

行
政
運
営
上
新
た
な
施
設
の
増
加

に
よ
り
約
１
％
の
増
で
あ
る
。
目

標
達
成
に
向
け
取
り
組
む
。

　
　
　
　
自
治
会
長
会
議
等
で
説

明
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
現
在
計
画
の
改
定
作
業

を
進
め
て
い
る
。
改
定
後
丁
寧
な

説
明
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

捕獲報奨金の拡充を
議
員

議
員

健全財政を将来へ
　
　
　
　
第
３
回
定
例
会
で
説
明

が
あ
っ
た
財
政
収
支
改
善
プ
ラ
ン

と
ふ
る
さ
と
納
税
経
費
率
超
過
発

覚
後
の
改
善
プ
ラ
ン
の
違
い
は
。

　
　
　
　
　
　
変
更
点
は
、
取
り

組
み
期
間
が
令
和
８
年
度
か
ら
14

年
度
ま
で
７
年
間
に
２
年
間
延

長
。
財
源
調
整
の
た
め
の
基
金
の

目
標
額
を
当
初
80
億
円
以
上
の
確

保
か
ら
70
億
円
以
上
の
確
保
へ
変

更
。
歳
入
増
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
２
億
円
増
額
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
指
定
の
取
り
消
し
処
分

を
受
け
増
額
を
削
除
し
、
歳
出
の

削
減
額
を
２
億
円
増
額
し
た
。

　
　
　
　
歳
入
増
の
取
り
組
み
で

施
設
使
用
料
等
の
適
正
化
が
掲
げ

て
あ
る
が
ど
う
見
直
す
の
か
。

　
　
　
　
本
市
の
受
益
者
負
担
率

は
2.1
％
で
全
国
の
類
似
団
体
の
市

の
平
均
4.0
％
の
約
半
分
で
あ
る
。

近
年
の
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
等

の
影
響
で
施
設
の
管
理
運
営
費
が

高
騰
し
て
お
り
、
適
正
な
受
益
者

負
担
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
全
て
の
施
設
を
対
象
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
補
助
金
や
投
資
的
事
業

の
削
減
が
令
和
10
年
度
か
ら
で
あ

る
が
、
市
の
経
済
を
推
進
す
る
お

金
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
削
減
す

る
の
か
。

　
　
　
　
全
国
の
類
似
団
体
と
比

較
し
て
、
補
助
金
の
住
民
１
人
当

た
り
の
額
が
約
1.9
倍
、
住
民
１
人

当
た
り
の
資
産
額
が
約
1.8
倍
と

な
っ
て
い
る
。
費
用
対
効
果
、
効

果
の
検
証
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
定

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
公
共
施
設
等
の
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
適
正
な
配
置
を
図
っ

て
い
く
。
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か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
人
事
課
発
出
の
通
知
文

書
の
中
に
、
総
務
省
か
ら
制
度
の

適
正
な
運
用
等
に
関
す
る
助
言
が

あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
件
と
関
係
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
会
計
年
度
任
用

職
員
は
思
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、

こ
の
助
言
に
つ
い
て
内
容
の
説
明

を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
12
月
23

日
付
で
フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
時
間

よ
り
わ
ず
か
に
短
く
設
定
す
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
と
の
指
摘
が

総
務
省
か
ら
あ
り
、
今
回
見
直
し

を
行
っ
た
。

　
　
　
　
令
和
４
年
に
通
知
さ
れ

た
も
の
を
な
ぜ
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
出
し
て
き
た
の
か
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
２
年
間
停
止
に
よ
る
歳

入
減
少
に
、
浮
か
せ
た
人
件
費
を

充
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す

る
問
題
は
直
接
の
原
因
で
は
な
い
。

被害者は誰なのか

議
員

議
員

　
　
　
　
♯
７
１
１
９
の
事
業
概

要
は
。
ま
た
、
市
内
全
世
帯
に
チ

ラ
シ
配
布
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
８

月
か
ら
長
崎
県
が
事
業
主
体
と
な

り
、
急
な
病
気
や
け
が
、
救
急
車

を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
時
、
専

門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
る
電
話
相
談
事
業
で
あ
り
、
救

急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
な
が
る
。

チ
ラ
シ
配
布
に
つ
い
て
は
今
後
取

り
組
む
。

　
　
　
　
こ
の
寄
付
が
な
く
な
る

こ
と
は
市
に
と
っ
て
大
変
な
損
失

で
あ
る
。
２
年
後
の
復
活
と
市
の

信
頼
回
復
に
向
け
て
市
長
の
意
気

込
み
は
。

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
再
開

は
庁
内
全
体
で
組
織
的
か
つ
継
続

的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
で

あ
る
。
職
員
一
人
一
人
が
当
事
者

意
識
を
持
ち
、
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
。

公共施設等総合管理計画

ふ
る
さ
と
納
税
問
題

第
三
者
委
員
会

会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
務
時
間
の
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直
し
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９
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税
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
現
状

と
課
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
増
加
す
る
耕
作
放
棄
地

や
森
林
等
の
荒
廃
な
ど
で
、
イ
ノ

シ
シ
の
行
動
範
囲
が
拡
大
し
、
旺

盛
な
繁
殖
力
に
よ
り
農
作
物
の
被

害
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
被
害
防

止
対
策
に
尽
力
す
る
。

　
　
　
　
捕
獲
従
事
者
対
策
の
充

実
強
化
と
報
酬
引
き
上
げ
が
最
重

要
課
題
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
捕
獲
従
事
者

対
策
の
充
実
強
化
、
島
原
半
島
野
生

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
と
の

さ
ら
な
る
連
携
強
化
は
重
要
と
考

え
る
。
捕
獲
報
奨
金
は
島
原
半
島

３
市
で
協
議
調
整
を
定
め
て
お
り
、

国
へ
単
価
増
額
を
要
望
し
て
い
く
。

　　
　
　
　
今
後
の
観
光
振
興
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
他
地
域
に
な

い
本
市
の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を

生
か
し
、
観
光
振
興
に
向
け
、Ｐ

Ｒ
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
雇
用
の
場
の
創
出
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
誘
致
は

若
者
の
雇
用
創
出
効
果
が
高
い
た

め
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
国
保
税
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
は
、
源
泉
徴
収
、
減
免
の

所
得
水
準
の
緩
和
、
前
年
所
得

ベ
ー
ス
の
算
定
方
法
を
見
直
す
な

ど
の
制
度
の
改
革
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
制
度
の
安
定
的
か

つ
持
続
的
運
営
の
観
点
か
ら
国
保

税
の
軽
減
に
つ
な
が
る
新
た
な
制

度
は
国
の
責
任
と
負
担
で
財
政
措

置
を
講
じ
る
よ
う
市
長
会
を
通
じ

て
国
や
県
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
市
民
か
ら
「
早
う
責
任

追
求
を
せ
ん
ば
！
」
と
い
う
声
を

聞
く
が
、
第
１
回
目
の
委
員
会
開

催
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

　
　
　
　
弁
護
士
の
見
解
で
答
申

の
内
容
が
住
民
監
査
請
求
に
よ
っ

て
無
効
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受

け
、
今
回
の
こ
と
の
重
大
さ
を
鑑

み
る
と
、
無
効
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

議
会
に
手
間
を
か
け
、
条
例
制
定

を
し
、
第
三
者
委
員
会
を
設
立
す

る
判
断
に
至
っ
た
。
委
員
会
開
催

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
う
ま
く
い

　
　
　
　
計
画
策
定
か
ら
10
年
が

経
過
し
た
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
　
本
計
画
は
平
成
27
年
度

を
基
準
と
し
て
、
延
べ
床
面
積

25
％
削
減
を
目
標
に
施
設
の
集
約

化
や
複
合
化
、
解
体
、
譲
渡
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
総
合
支
所
と
公

民
館
の
複
合
化
や
縮
小
化
を
伴
う

建
て
替
え
、
改
修
、
未
利
用
施
設

の
解
体
、売
却
等
に
よ
り
、約
４
％

の
削
減
を
行
っ
た
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
防
災
機
能
強
化
、

行
政
運
営
上
新
た
な
施
設
の
増
加

に
よ
り
約
１
％
の
増
で
あ
る
。
目

標
達
成
に
向
け
取
り
組
む
。

　
　
　
　
自
治
会
長
会
議
等
で
説

明
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
現
在
計
画
の
改
定
作
業

を
進
め
て
い
る
。
改
定
後
丁
寧
な

説
明
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

捕獲報奨金の拡充を
議
員

議
員

健全財政を将来へ
　
　
　
　
第
３
回
定
例
会
で
説
明

が
あ
っ
た
財
政
収
支
改
善
プ
ラ
ン

と
ふ
る
さ
と
納
税
経
費
率
超
過
発

覚
後
の
改
善
プ
ラ
ン
の
違
い
は
。

　
　
　
　
　
　
変
更
点
は
、
取
り

組
み
期
間
が
令
和
８
年
度
か
ら
14

年
度
ま
で
７
年
間
に
２
年
間
延

長
。
財
源
調
整
の
た
め
の
基
金
の

目
標
額
を
当
初
80
億
円
以
上
の
確

保
か
ら
70
億
円
以
上
の
確
保
へ
変

更
。
歳
入
増
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
２
億
円
増
額
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
指
定
の
取
り
消
し
処
分

を
受
け
増
額
を
削
除
し
、
歳
出
の

削
減
額
を
２
億
円
増
額
し
た
。

　
　
　
　
歳
入
増
の
取
り
組
み
で

施
設
使
用
料
等
の
適
正
化
が
掲
げ

て
あ
る
が
ど
う
見
直
す
の
か
。

　
　
　
　
本
市
の
受
益
者
負
担
率

は
2.1
％
で
全
国
の
類
似
団
体
の
市

の
平
均
4.0
％
の
約
半
分
で
あ
る
。

近
年
の
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
等

の
影
響
で
施
設
の
管
理
運
営
費
が

高
騰
し
て
お
り
、
適
正
な
受
益
者

負
担
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
全
て
の
施
設
を
対
象
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
補
助
金
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投
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事
業

の
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が
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和
10
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か
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で
あ

る
が
、
市
の
経
済
を
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進
す
る
お

金
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
削
減
す

る
の
か
。

　
　
　
　
全
国
の
類
似
団
体
と
比

較
し
て
、
補
助
金
の
住
民
１
人
当

た
り
の
額
が
約
1.9
倍
、
住
民
１
人

当
た
り
の
資
産
額
が
約
1.8
倍
と

な
っ
て
い
る
。
費
用
対
効
果
、
効

果
の
検
証
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
定

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
公
共
施
設
等
の
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
適
正
な
配
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っ

て
い
く
。
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か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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の
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が
あ
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の
で
は
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と
会
計
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度
任
用

職
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は
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い
る
そ
う
だ
が
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こ
の
助
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て
内
容
の
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求
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時
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で
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問
動
画

一
般
質
問
動
画

市
長

部
長

市
長

議
員

議
員

財
政
収
支
改
善
プ
ラ
ン

イ
ノ
シ
シ
対
策
を

市
長

農
林
水
産
部
長

議
員

財
務
部
長

一
般
質
問
動
画

坂本 弘樹 議員
さか もと    ひろ  き

議
員

議
員

部
長

部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

林田  哲幸 議員
はやし だ　   てつ ゆき

市
長

総
務
部
長

部
長

議
員

議
員

議
員

本
市
の
観
光
対
策
は

雇
用
創
出
の
場
を

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

観
光
商
工
部
長

観
光
商
工
部
長

矢﨑  勝己 議員
  や   ざき　　かつ  み

財
務
部
長
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
投
票
率
が
低
下
す
る
中
、

市
政
に
対
し
、
市
民
が
期
待
を
持

っ
て
参
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
市
長
と
市
議
会
議
員
は
、

市
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
二
元

代
表
制
で
あ
る
。
行
政
と
議
会
が

市
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
共
通
目

的
に
向
け
て
歩
む
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
議

員
と
共
に
、
市
民
が
市
政
に
関
心

と
期
待
を
持
て
る
よ
う
市
民
の
声

が
市
政
に
届
く
環
境
づ
く
り
な
ど

に
努
め
る
。

　
　
　
　
雲
仙
市
総
合
計
画
を
推

進
す
る
上
で
、
議
会
や
議
員
に
期

　
　
　
　
米
の
価
格
が
全
国
的
に

高
騰
し
た
「
令
和
の
米
騒
動
」
の

要
因
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
供
給
力
低
下
と
需
要
の

変
化
が
複
合
的
に
重
な
っ
た
深
刻

な
課
題
。
供
給
面
で
は
、
減
反
政

策
や
気
候
変
動
、
労
働
力
不
足
な

ど
が
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
一
方
、
食
生
活
の
多

様
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
需
要
は

縮
小
し
て
い
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
家
庭
内
需
要
の
回
復
に
よ
り
需

給
バ
ラ
ン
ス
は
複
雑
化
し
て
い
る
。

農
業
者
は
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
と

後
継
者
不
足
と
い
う
構
造
的
な
課

題
に
直
面
し
、
市
と
し
て
も
持
続

可
能
な
農
業
生
産
の
維
持
に
取
り

組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　
長
崎
県
の
１
時
間
当
た

り
の
最
低
賃
金
は
。

国保運営の現状と課題
　
　
　
　
令
和
８
年
度
へ
向
け
て

の
本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
運
営

を
考
え
た
時
、
保
険
者
努
力
支
援

制
度
「
保
健
事
業
」
を
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
、
医
療
費
の
抑

制
お
よ
び
保
険
税
を
抑
え
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

低
所
得
者
お
よ
び
年
金
受
給
者
の

加
入
が
多
い
こ
と
や
高
齢
者
割
合

が
高
い
こ
と
に
加
え
、
高
度
医
療

に
よ
り
、
医
療
水
準
が
高
い
と
い

う
構
造
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
。 

本
市
で
も
被
保
険
者
数
は
減
少
す

る
一
方
、
１
人
当
た
り
医
療
費
は

増
加
し
て
い
る
。 

財
政
面
で
は
、

令
和
５
・
６
年
度
の
基
金
取
り
崩

し
、
令
和
６
・
７
年
度
に
は
税
率

改
正
な
ど
厳
し
い
運
営
が
続
い
て

い
る
。 

保
健
事
業
の
充
実
を
通
じ

た
医
療
費
抑
制
と
国
保
税
率
の
安

定
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
の
増

加
を
踏
ま
え
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
に
基
づ
き
、
健
康
増
進
と
将
来

的
な
医
療
費
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
保
健
師
等
の
専
門
職
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
、
重
複
多
剤
投
与
者
対
策

の
体
制
整
備
を
進
め
、
個
人
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
は
県
の
助
言
・
他
市

事
例
を
参
考
に
効
果
的
な
手
法
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
健
康
づ

く
り
課
と
協
議
を
重
ね
、
特
定
健

診
等
の
体
制
整
備
に
向
け
た
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
令
和
８
年
度
か
ら
専
門

職
を
確
保
し
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
保
健
事
業
を
強
化
し
、
医

療
費
抑
制
と
国
保
事
業
の
安
定
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

待
す
る
役
割
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
雲
仙
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
内
包
し

た
雲
仙
市
総
合
計
画
は
、
市
民
の

未
来
を
描
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

実
行
に
は
、市
役
所
だ
け
で
な
く
、

議
会
、
そ
し
て
市
民
全
体
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。ま
た
、

議
会
に
は
、
総
合
計
画
の
推
進
状

況
や
評
価
指
標
の
達
成
度
に
つ
い

て
、
行
政
と
は
異
な
る
視
点
か
ら

の
評
価
、
計
画
の
進
行
に
遅
れ
や

問
題
が
あ
る
場
合
は
、
是
正
の
た

め
の
意
見
を
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　
他
の
議
員
に
対
す
る
市

長
の
答
弁
に
、
雲
仙
市
の
財
政
は

健
全
で
あ
る
と
あ
っ
た
。
健
全
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す

る
、教
育
投
資
を
す
る
、そ
う
い
っ

た
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
と
考
え
る
。
未
来
に
つ
な

が
る
投
資
に
人
的
投
資
以
外
は
な

い
と
考
え
る
。
新
し
い
政
策
を
行

う
際
も
、
今
い
る
人
が
、
よ
り
活

躍
で
き
る
よ
う
に
、
市
政
が
遂
行

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ヒトを活かす雲仙に！

議
員

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省

長
崎
労
働
局
に
よ
る
と
、
令
和
７

年
12
月
１
日
以
降
は
１
時
間
１
０

３
１
円
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
米
農
家
の
時
給
は
。

　
　
　
　
経
営
面
積
で
大
き
く
異

な
る
。
農
林
水
産
省
の
令
和
５
年

の
統
計
調
査
を
基
に
、
１
年
間
の

農
業
所
得
を
自
営
と
雇
用
の
全
労

働
時
間
で
割
っ
た
計
算
方
法
で
あ

る
時
給
換
算
に
よ
る
と
97
円
で
あ

る
。

　
　
　
　
令
和
４
年
の
農
業
所
得

は
１
万
円
。
労
働
時
間
が
１
０
０

０
時
間
か
か
る
。
時
間
給
に
換
算

す
る
と
10
円
。
10
円
で
本
当
に
米

が
高
い
と
言
え
る
の
か
。
後
継
者

が
育
つ
の
か
。
自
分
の
子
ど
も
に

時
給
10
円
で
米
を
作
れ
と
言
っ
て

も
誰
も
し
な
い
。
声
を
大
に
し
て

消
費
者
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
農

家
の
時
給
が
１
円
で
も
上
が
り
、

所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を

お
願
い
し
、
米
を
作
る
喜
び
と
夢

を
与
え
て
ほ
し
い
。

令和の米騒動について

投
票
率

総
合
計
画

渡辺  勝美 議員
わた  なべ　  かつ   み

一
般
質
問
動
画

一
般
質
問
動
画

市
長

議
員

議
員

議
員

一
般
質
問
動
画

深堀  善彰 議員
ふか ほり　　よしあき

議
員

市
長

市
長

下楠薗 康司 議員
しも くす ぞの　こう　じ

市
長

市
長

議
員

議
員

農
林
水
産
部
長

部
長

地
域
振
興
部
長

視察日 市議会名 委員会（会派） 視察内容

令和7年  5月13日 秋田県
湯沢市議会 総務財政常任委員会 雲仙市地熱資源の保護及び活用に関する条

例小浜温泉バイナリー発電所

令和7年  5月13日 滋賀県
高島市議会 真志会 移住・定住事業（結婚支援金、結婚奨励金、

出産応援給付金の現状と効果）

令和7年  5月14日 宮城県
石巻市議会 公明会

光り輝く雲仙力アップ事業
（新規就農支援事業・担い手確保対策事業を
中心とした担い手支援事業及び漁業者支援
事業）

令和7年10月 3日 奈良県
大和高田市議会 会派絆・日本維新の会 光り輝く雲仙力アップ事業（農業）

令和7年10月22日 千葉県
野田市議会 環境経済委員会 光り輝く雲仙力アップ事業

来
訪
来
訪 行政視察受入一覧（令和7年４月～令和７年12月）
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
投
票
率
が
低
下
す
る
中
、

市
政
に
対
し
、
市
民
が
期
待
を
持

っ
て
参
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
市
長
と
市
議
会
議
員
は
、

市
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
二
元

代
表
制
で
あ
る
。
行
政
と
議
会
が

市
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
共
通
目

的
に
向
け
て
歩
む
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
議

員
と
共
に
、
市
民
が
市
政
に
関
心

と
期
待
を
持
て
る
よ
う
市
民
の
声

が
市
政
に
届
く
環
境
づ
く
り
な
ど

に
努
め
る
。

　
　
　
　
雲
仙
市
総
合
計
画
を
推

進
す
る
上
で
、
議
会
や
議
員
に
期

　
　
　
　
米
の
価
格
が
全
国
的
に

高
騰
し
た
「
令
和
の
米
騒
動
」
の

要
因
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
供
給
力
低
下
と
需
要
の

変
化
が
複
合
的
に
重
な
っ
た
深
刻

な
課
題
。
供
給
面
で
は
、
減
反
政

策
や
気
候
変
動
、
労
働
力
不
足
な

ど
が
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
一
方
、
食
生
活
の
多

様
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
需
要
は

縮
小
し
て
い
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
家
庭
内
需
要
の
回
復
に
よ
り
需

給
バ
ラ
ン
ス
は
複
雑
化
し
て
い
る
。

農
業
者
は
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
と

後
継
者
不
足
と
い
う
構
造
的
な
課

題
に
直
面
し
、
市
と
し
て
も
持
続

可
能
な
農
業
生
産
の
維
持
に
取
り

組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　
長
崎
県
の
１
時
間
当
た

り
の
最
低
賃
金
は
。

国保運営の現状と課題
　
　
　
　
令
和
８
年
度
へ
向
け
て

の
本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
運
営

を
考
え
た
時
、
保
険
者
努
力
支
援

制
度
「
保
健
事
業
」
を
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
、
医
療
費
の
抑

制
お
よ
び
保
険
税
を
抑
え
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

低
所
得
者
お
よ
び
年
金
受
給
者
の

加
入
が
多
い
こ
と
や
高
齢
者
割
合

が
高
い
こ
と
に
加
え
、
高
度
医
療

に
よ
り
、
医
療
水
準
が
高
い
と
い

う
構
造
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
。 

本
市
で
も
被
保
険
者
数
は
減
少
す

る
一
方
、
１
人
当
た
り
医
療
費
は

増
加
し
て
い
る
。 

財
政
面
で
は
、

令
和
５
・
６
年
度
の
基
金
取
り
崩

し
、
令
和
６
・
７
年
度
に
は
税
率

改
正
な
ど
厳
し
い
運
営
が
続
い
て

い
る
。 

保
健
事
業
の
充
実
を
通
じ

た
医
療
費
抑
制
と
国
保
税
率
の
安

定
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
の
増

加
を
踏
ま
え
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
に
基
づ
き
、
健
康
増
進
と
将
来

的
な
医
療
費
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
保
健
師
等
の
専
門
職
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
、
重
複
多
剤
投
与
者
対
策

の
体
制
整
備
を
進
め
、
個
人
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
は
県
の
助
言
・
他
市

事
例
を
参
考
に
効
果
的
な
手
法
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
健
康
づ

く
り
課
と
協
議
を
重
ね
、
特
定
健

診
等
の
体
制
整
備
に
向
け
た
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
令
和
８
年
度
か
ら
専
門

職
を
確
保
し
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
保
健
事
業
を
強
化
し
、
医

療
費
抑
制
と
国
保
事
業
の
安
定
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

待
す
る
役
割
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
雲
仙
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
内
包
し

た
雲
仙
市
総
合
計
画
は
、
市
民
の

未
来
を
描
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

実
行
に
は
、市
役
所
だ
け
で
な
く
、

議
会
、
そ
し
て
市
民
全
体
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。ま
た
、

議
会
に
は
、
総
合
計
画
の
推
進
状

況
や
評
価
指
標
の
達
成
度
に
つ
い

て
、
行
政
と
は
異
な
る
視
点
か
ら

の
評
価
、
計
画
の
進
行
に
遅
れ
や

問
題
が
あ
る
場
合
は
、
是
正
の
た

め
の
意
見
を
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　
他
の
議
員
に
対
す
る
市

長
の
答
弁
に
、
雲
仙
市
の
財
政
は

健
全
で
あ
る
と
あ
っ
た
。
健
全
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す

る
、教
育
投
資
を
す
る
、そ
う
い
っ

た
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
と
考
え
る
。
未
来
に
つ
な

が
る
投
資
に
人
的
投
資
以
外
は
な

い
と
考
え
る
。
新
し
い
政
策
を
行

う
際
も
、
今
い
る
人
が
、
よ
り
活

躍
で
き
る
よ
う
に
、
市
政
が
遂
行

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ヒトを活かす雲仙に！

議
員

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省

長
崎
労
働
局
に
よ
る
と
、
令
和
７

年
12
月
１
日
以
降
は
１
時
間
１
０

３
１
円
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
米
農
家
の
時
給
は
。

　
　
　
　
経
営
面
積
で
大
き
く
異

な
る
。
農
林
水
産
省
の
令
和
５
年

の
統
計
調
査
を
基
に
、
１
年
間
の

農
業
所
得
を
自
営
と
雇
用
の
全
労

働
時
間
で
割
っ
た
計
算
方
法
で
あ

る
時
給
換
算
に
よ
る
と
97
円
で
あ

る
。

　
　
　
　
令
和
４
年
の
農
業
所
得

は
１
万
円
。
労
働
時
間
が
１
０
０

０
時
間
か
か
る
。
時
間
給
に
換
算

す
る
と
10
円
。
10
円
で
本
当
に
米

が
高
い
と
言
え
る
の
か
。
後
継
者

が
育
つ
の
か
。
自
分
の
子
ど
も
に

時
給
10
円
で
米
を
作
れ
と
言
っ
て

も
誰
も
し
な
い
。
声
を
大
に
し
て

消
費
者
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
農

家
の
時
給
が
１
円
で
も
上
が
り
、

所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を

お
願
い
し
、
米
を
作
る
喜
び
と
夢

を
与
え
て
ほ
し
い
。

令和の米騒動について

投
票
率

総
合
計
画

渡辺  勝美 議員
わた  なべ　  かつ   み

一
般
質
問
動
画

一
般
質
問
動
画

市
長

議
員

議
員

議
員

一
般
質
問
動
画

深堀  善彰 議員
ふか ほり　　よしあき

議
員

市
長

市
長

下楠薗 康司 議員
しも くす ぞの　こう　じ

市
長

市
長

議
員

議
員

農
林
水
産
部
長

部
長

地
域
振
興
部
長

視察日 市議会名 委員会（会派） 視察内容

令和7年  5月13日 秋田県
湯沢市議会 総務財政常任委員会 雲仙市地熱資源の保護及び活用に関する条

例小浜温泉バイナリー発電所

令和7年  5月13日 滋賀県
高島市議会 真志会 移住・定住事業（結婚支援金、結婚奨励金、

出産応援給付金の現状と効果）

令和7年  5月14日 宮城県
石巻市議会 公明会

光り輝く雲仙力アップ事業
（新規就農支援事業・担い手確保対策事業を
中心とした担い手支援事業及び漁業者支援
事業）

令和7年10月 3日 奈良県
大和高田市議会 会派絆・日本維新の会 光り輝く雲仙力アップ事業（農業）

令和7年10月22日 千葉県
野田市議会 環境経済委員会 光り輝く雲仙力アップ事業

来
訪
来
訪 行政視察受入一覧（令和7年４月～令和７年12月）
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議員の政務活動に必要な経費の一部として、会派または議員に対して交付されるものです。
雲仙市では、1人当たり月額 15,000円〔年額180,000円〕が議員に交付されます。

政務活動費収支報告集計結果政務活動費収支報告集計結果

15,000円×8月×18人＝2,160,000円
（※前期の交付対象月は4月から11月までの8月、1人は申請なし）

令和７年度（前期） 

政務活動費とは？

収支報告集計結果

補助金交付決定額

交付決定額

718,241円

214,680円
163,955円

0円
34,930円
49,460円
45,952円
655,435円

0円

12,555円

政務活動時旅費、駐車場代、研修会時負担金
議員活動報告書印刷代、折込代

政務活動時旅費
政務活動時旅費、総会負担金
事務用品代、コピー代
新聞購読料、書籍購読料

FAX用インク代、コピー機リース代

…②

政務活動時旅費、携帯電話代、
インターネット使用料、固定電話代

1,895,208円合　計

内　訳

科　目 金　額 主な支出項目

交付確定額 …①
交付決定額に満たなかった額

金　額

1,642,583円
2,160,000円

517,417円

調 査 研 究 費

研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費

事 務 所 費

政務活動費って、何に
使われているのかな？

議員の活動や調査
研究なんかに使われて
いるみたいだよ

【注意】
　交付確定額の合計額①（1,642,583円）と収支報
告額の合計額②（1,895,208円）が同額とならない
のは、議員１人当たりの交付金上限額が12万円と
なるためです。
　よって、収支報告集計結果の合計額②の方が大
きくなります。

議会のうごき

…………………………………………………………
雲仙市金婚祝賀式
令和７年11月29日（土）

　令和７年度雲仙市金婚祝賀式が吾妻町ふるさと
会館で開催され、大久保議長をはじめ、多くの議
員が出席しました。
　祝賀状贈呈、来賓祝辞が行われた後、金婚ご夫
婦を代表して謝辞が述べられました。
　50年もの長き道のりを共に歩まれ今日を迎えら
れたご夫婦に対し、今後とも引き続き、これまで
蓄積された豊富な知識と経験を遺憾なく発揮され
ますよう祈念しました。

…………………………………………………………
雲仙市二十歳のつどい
令和８年１月４日（日）

　令和８年雲仙市二十歳のつどいが愛の夢未来セ
ンターで開催され、大久保議長をはじめ多くの議
員が出席しました。
　今年の二十歳のつどいでは、対象者約350人が
出席し、二十歳の門出を祝いました。二十歳の主
張として３名の方が抱負や決意を発表され、それ
ぞれ家族や友人、地域の人々への感謝の言葉を述
べられました。
　二十歳を迎えられた皆さま方の益々のご活躍を
祈念します。

…………………………………………………………
雲仙市消防出初式
令和８年１月５日（月）

　令和８年の新春を飾る雲仙市消防出初式が小浜
体育館で開催され、大久保議長をはじめ多くの議
員が出席しました。
　式典では、士気も新たな消防団各位の規律正し
い行動に対し、心強くまた頼もしく拝見しました。
　今後とも、雲仙市消防団のさらなるご発展を祈
念します。

調査研究費
37.9%

資料購入費
34.6%

研修費11.3%
広報費8.7%要請・陳情

活動費1.8%

資料作成費2.4%
会議費2.6%

事務所費0.7%
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議員の政務活動に必要な経費の一部として、会派または議員に対して交付されるものです。
雲仙市では、1人当たり月額 15,000円〔年額180,000円〕が議員に交付されます。

政務活動費収支報告集計結果政務活動費収支報告集計結果

15,000円×8月×18人＝2,160,000円
（※前期の交付対象月は4月から11月までの8月、1人は申請なし）

令和７年度（前期） 

政務活動費とは？

収支報告集計結果

補助金交付決定額

交付決定額

718,241円

214,680円
163,955円

0円
34,930円
49,460円
45,952円
655,435円

0円

12,555円

政務活動時旅費、駐車場代、研修会時負担金
議員活動報告書印刷代、折込代

政務活動時旅費
政務活動時旅費、総会負担金
事務用品代、コピー代
新聞購読料、書籍購読料

FAX用インク代、コピー機リース代

…②

政務活動時旅費、携帯電話代、
インターネット使用料、固定電話代

1,895,208円合　計

内　訳

科　目 金　額 主な支出項目

交付確定額 …①
交付決定額に満たなかった額

金　額

1,642,583円
2,160,000円

517,417円

調 査 研 究 費

研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費

事 務 所 費

政務活動費って、何に
使われているのかな？

議員の活動や調査
研究なんかに使われて
いるみたいだよ

【注意】
　交付確定額の合計額①（1,642,583円）と収支報
告額の合計額②（1,895,208円）が同額とならない
のは、議員１人当たりの交付金上限額が12万円と
なるためです。
　よって、収支報告集計結果の合計額②の方が大
きくなります。

議会のうごき

…………………………………………………………
雲仙市金婚祝賀式
令和７年11月29日（土）

　令和７年度雲仙市金婚祝賀式が吾妻町ふるさと
会館で開催され、大久保議長をはじめ、多くの議
員が出席しました。
　祝賀状贈呈、来賓祝辞が行われた後、金婚ご夫
婦を代表して謝辞が述べられました。
　50年もの長き道のりを共に歩まれ今日を迎えら
れたご夫婦に対し、今後とも引き続き、これまで
蓄積された豊富な知識と経験を遺憾なく発揮され
ますよう祈念しました。

…………………………………………………………
雲仙市二十歳のつどい
令和８年１月４日（日）

　令和８年雲仙市二十歳のつどいが愛の夢未来セ
ンターで開催され、大久保議長をはじめ多くの議
員が出席しました。
　今年の二十歳のつどいでは、対象者約350人が
出席し、二十歳の門出を祝いました。二十歳の主
張として３名の方が抱負や決意を発表され、それ
ぞれ家族や友人、地域の人々への感謝の言葉を述
べられました。
　二十歳を迎えられた皆さま方の益々のご活躍を
祈念します。

…………………………………………………………
雲仙市消防出初式
令和８年１月５日（月）

　令和８年の新春を飾る雲仙市消防出初式が小浜
体育館で開催され、大久保議長をはじめ多くの議
員が出席しました。
　式典では、士気も新たな消防団各位の規律正し
い行動に対し、心強くまた頼もしく拝見しました。
　今後とも、雲仙市消防団のさらなるご発展を祈
念します。

調査研究費
37.9%

資料購入費
34.6%

研修費11.3%
広報費8.7%要請・陳情

活動費1.8%

資料作成費2.4%
会議費2.6%

事務所費0.7%
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開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

委 員 長
委　　員

矢﨑 勝己　　副委員長　平野 利和
上田 美代子、下楠薗 康司
柿田 耕平、町田 康輔

○議員35年以上
　　大久保　正美　議長
※勤続年数については、吾妻町議会議員の
　年数を加算しています。

議会広報編集特別委員会

　１月も終わり、早いもので逃げ月と言われる
２月となりました。
　世界に目を向けますと、紛争が続いている国々
もあり、不安な要素が存在しています。今年が
どのような１年になるかは、個々人の気持ちの
持ち方にあると思っています。
　もうすぐ「春」です。英語では「スプリング」。
そこには「バネ」という意味もあります。どん
なことがあろうとも、それを成長のバネにして
いきたい。今年１年、「うま」のように飛躍の年
にしたい。そう考えています。

（平野 利和）

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会広報編集特別委員会（議会
事務局）までお寄せください。

お知らせ

P5 常任委員会報告
P2 令和７年第４回定例会概要

P8 市政を問う「一般質問」
P15 議会のうごき

主な内容

2月25日（水）～3月24日（火）です

議会を傍聴してみませんか？
令和８年第１回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は

ライブ配信しています

　このたび、総務大臣から市議会議員として
地方自治の発展に長年、尽力された功労によ
り、大久保正美議長が総務大臣感謝状を受け
られました。

総務大臣感謝状伝達

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

■一般質問　3月2日（月）～5日（木）
■議案質疑　3月9日（月）
■委員会　　文教厚生常任委員会　3月１０日（火）・１１日（水）
　　　　　　産業建設常任委員会　3月１０日（火）・１１日（水）・１2日（木）
　　　　　　総務常任委員会　　　3月１2日（木）・１3日（金）

議会中継

表
彰
表
彰


